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は
じ
め
に

　

中
村
研
一
教
授
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
本
学
を
定
年

退
職
さ
れ
る
。
一
九
七
二
年
に
東
京
大
学
理
学
部
、
七
四
年
に
同
法
学
部

を
卒
業
後
、
同
法
学
部
助
手
と
な
り
、
一
九
七
七
年
に
北
海
道
大
学
法
学

部
助
教
授
に
採
用
さ
れ
た
。
爾
来
三
五
年
に
わ
た
り
、
一
貫
し
て
国
際
政

治
や
平
和
研
究
な
ど
を
講
じ
ら
れ
る
一
方
、
法
学
部
長
、
理
事
・
副
学
長
、

公
共
政
策
大
学
院
院
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
研
究
、
教
育
、
行
政
な
ど
多

方
面
で
多
大
な
ご
貢
献
を
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
。
以
下
、
順
に
振
り
返

り
た
い
。

一　

研
究
業
績

　

中
村
研
一
教
授
の
研
究
上
の
魅
力
を
伝
え
る
の
は
そ
う
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
。
そ
の
言
説
や
人
柄
に
じ
か
に
触
れ
た
者
に
は
わ
か
る
よ
う
に
も

思
う
が
、
本
丸
の
国
際
政
治
論
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
鋭
利
な
現
状
分
析

か
ら
文
学
的
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
い
た
る
ま
で
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
解
説

だ
け
で
は
中
村
政
治
学
の
射
程
を
伝
え
き
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も

出
版
さ
れ
た
も
の
を
ベ
ー
ス
に
す
る
他
あ
る
ま
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
研

究
上
の
ふ
く
ら
み
を
意
識
し
つ
つ
、
出
発
点
と
な
っ
た
帝
国
主
義
研
究
、

平
和
研
究
、
地
球
的
問
題
群
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
現
状
分
析
、
市
民
向
け
の

出
版
の
五
つ
の
柱
に
巻
き
つ
け
る
形
で
、
業
績
を
紹
介
し
た
い
。

１　

帝
国
主
義
研
究
―
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
座
の
出
発
点

　

中
村
研
一
教
授
の
研
究
は
、
一
面
で
は
、
国
際
政
治
を
帝
国
主
義
の
理

　
　
　

中
村
研
一
教
授
の
経
歴
と
業
績

遠　

藤　
　
　

乾
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論
・
歴
史
的
観
点
か
ら
再
構
成
す
る
試
み
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
正
確

に
は
、
い
わ
ゆ
る
国
際
政
治
な
る
も
の
が
主
権
平
等
の
下
の
国
家
間
政
治

な
の
か
ど
う
か
、
世
界
大
の
中
心
＝
周
辺
構
造
を
常
に
再
生
産
し
つ
づ
け

る
帝
国
的
な
視
点
か
ら
問
い
直
す
も
の
で
あ
る
。

　

未
公
刊
の
助
手
論
文
「
海
外
進
出
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
構
造
」（
一
九

七
七
年
）
は
、「
一
九
六
〇
年
以
降
に
欧
米
（
と
く
に
英
国
）
で
行
わ
れ

た
一
九
世
紀
的
帝
国
主
義
と
植
民
統
治
と
に
対
す
る
歴
史
解
釈
を
め
ぐ
る

論
争
を
学
び
、
論
争
の
中
で
光
を
あ
て
ら
れ
は
じ
め
て
き
た
新
し
い
歴
史

的
事
実
を
で
き
る
だ
け
斉
合
的
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
政
治
学
的
な

モ
デ
ル
を
つ
く
る
こ
と
」（
北
大
法
学
部
研
究
年
報
、
第
一
号
、
一
九
八

二
年
、
八
一
頁
）
を
課
題
と
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
内
容
は
、
後
日
公

刊
さ
れ
、
お
そ
ら
く
は
問
題
意
識
も
微
妙
に
変
化
し
た
の
ち
の
帝
国
主
義

関
係
の
論
文
（
一
九
八
五
ａ
ｂ
、
一
九
九
〇
ｂ
、
一
九
九
四
ｃ
、
二
〇
〇

三
ａ
）
か
ら
推
察
す
る
し
か
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
史
研
究
と
Ｊ
・

Ａ
・
ホ
ブ
ソ
ン
の
理
論
枠
組
を
下
敷
き
に
、
国
内
労
働
者
へ
の
価
値
分
配

の
希
薄
さ
と
（
と
き
に
「
う
わ
の
空
」
で
非
自
覚
的
に
行
わ
れ
る
）
国
際

金
融
資
本
に
よ
る
植
民
地
進
出
と
が
セ
ッ
ト
で
進
行
す
る
さ
ま
を
描
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
中
村
教
授
の
保
持
し
て
い
た
講
座
が
国
際

0

0

政
治
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
研
究
対
象
は
端
か
ら
国
家
間
関
係
に
限
定
さ
れ
ず
、
逆
に
内

外
政
を
貫
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界

0

0

政
治
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ

う
。
そ
の
視
線
の
先
に
は
、
冷
戦
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争

を
戦
う
ア
メ
リ
カ
が
あ
っ
た
ろ
う
し
、
そ
の
帝
国
的
権
力
が
日
本
を
含
め

た
他
国
に
ど
の
よ
う
に
浸
透
し
て
い
る
の
か
を
見
極
め
る
作
業
と
も
重

な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
中
村
教
授
の
分
析
は
、
あ
る
種
迂

回
し
、
そ
の
前
の
世
紀
の
世
界
権
力
、
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
向
け

ら
れ
る
。

　

当
初
、
助
手
論
文
に
沿
っ
て
、
歴
史
篇
と
理
論
篇
の
二
部
に
ま
た
が
る

帝
国
主
義
論
を
構
想
し
て
い
た
中
村
教
授
は
ま
ず
、
一
九
世
紀
半
ば
の
セ

ポ
イ
大
反
乱
時
の
イ
ン
ド
総
督
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ャ
ニ
ン
グ
に
関
し
て
、

大
き
な
歴
史
論
文
（
一
九
八
五
ａ
ｂ
）
を
仕
上
げ
た
。
こ
れ
は
、
帝
国
主

義
の
統
治
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
ど
の
よ
う
な
精
神
構
造
の
下
で
行
わ
れ
、

ど
ん
な
限
界
を
伴
っ
た
か
を
歴
史
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
帝

国
の
支
配
様
式
を
余
す
こ
と
な
く
描
き
出
そ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
ど

こ
と
な
く
中
村
教
授
が
師
事
し
た
坂
本
義
和
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
傑

作
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
論
（「
ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
精
神
構
造
―
メ
ッ
テ
ル
ニ

ヒ
の
思
想
的
特
質
」『
政
治
思
想
に
お
け
る
西
洋
と
日
本
（
上
）』
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
六
一
年
、
一
二
九
―
一
六
八
頁
）
を
彷
彿
さ
せ
る
が
、

と
も
あ
れ
中
村
教
授
の
構
想
さ
れ
た
歴
史
篇
は
、
こ
の
反
乱
時
の
統
治

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、
同
時
期
に
飢
餓
に
直
面
し
た
現
地
植
民
統
治
組
織
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の
実
態
の
双
方
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
論
文
を

境
に
、
徐
々
に
理
論
に
重
点
を
移
し
て
行
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

そ
の
理
論
的
検
討
の
最
も
シ
ャ
ー
プ
な
表
現
は
、「
帝
国
と
民
主
主
義
」

（
一
九
九
四
ｃ
）
で
あ
ろ
う
。
二
度
目
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
長
期
滞
在

時
に
練
ら
れ
た
こ
の
大
論
文
は
、
一
方
で
、「
帝
国
」
と
い
う
世
界
大
の

権
力
的
浸
透
過
程
を
見
据
え
、
そ
れ
と
一
国
民
主
主
義
と
の
間
に
生
ず
る

乖
離
を
問
題
と
し
て
可
視
化
し
、
世
界
大
の
民
主
主
義
を
仮
構
す
る
き
わ

め
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
論
考
で
あ
る
。
他
方
そ
れ
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
論
を
援
用
し
、帝
国
の
本
質
的
特
徴
を「
指
示
的
権
力（indicative 

pow
er

）」
と
喝
破
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
心
＝
周
辺
構
造
が
再
生
産

さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、指
示
す
る
た
め
の
諸
資
源（
軍
事
力
・
経
済
力
）、

回
路
（
広
義
の
メ
デ
ィ
ア
・
交
通
体
系
）、
内
容
（
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う

な
市
場
・
自
由
・
民
主
主
義
）
の
観
点
か
ら
体
系
的
に
把
握
し
、
同
時
に

一
九
世
紀
以
降
の
英
米
世
界
権
力
を
通
史
的
に
語
る
道
具
立
て
を
獲
得
し

た
の
で
あ
る
。

２　

平
和
は
可
能
か

　

こ
の
帝
国
主
義
研
究
と
並
行
し
、
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
の
が
平
和
研
究

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
視
座
に
依
拠
し
た
論
壇
活
動
で
あ
る
。

　

中
村
研
一
教
授
は
、
助
手
時
代
に
平
和
研
究
の
方
法
論
に
つ
い
て
執

筆
し
た
の
を
皮
切
り
に
（
一
九
七
六
）、
北
大
に
赴
任
し
て
か
ら
は
、

日
本
に
お
け
る
平
和
論
の
系
譜
を
た
ど
り
（
一
九
七
八
ａ
、
英
語
論
文

1979ab

）、
国
際
平
和
研
究
学
会
の
研
究
動
向
を
紹
介
・
考
察
し
な
が
ら

（
一
九
八
〇
、
一
九
八
二
ｃ
ｄ
）、
非
武
装
中
立
論
の
現
代
的
意
味
、
平
和

を
担
う
市
民
の
役
割
、
平
和
と
人
権
の
関
係
を
問
い
直
し
て
い
る
（
一
九

八
三
ａ
、
一
九
八
四
ｄ
、
一
九
八
六
ａ
）。
後
年
と
の
関
係
で
付
言
す
べ

き
は
、
こ
の
早
い
段
階
か
ら
研
究
動
向
紹
介
と
い
う
形
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
座
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
（
一
九
八
二
ｃ
）。

　

一
九
八
〇
年
代
前
半
の
こ
の
時
期
は
、
一
九
七
九
年
の
ソ
連
に
よ
る
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
を
経
て
米
ソ
新
冷
戦
が
激
化
し
て
い
た
時
期
で
あ

り
、
ま
た
同
時
に
日
本
の
大
国
と
し
て
の
台
頭
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た

こ
ろ
で
も
あ
る
（
七
九
年
に
は
Ｅ
・
ボ
ー
ゲ
ル
の
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
が
刊
行
さ
れ
た
）。
い
ず
れ
も
、
平
和
研
究
の
問
題
と

し
て
意
識
さ
れ
た
の
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

当
時
の
日
本
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ソ
連
脅
威
論
が
幅
を
利
か
せ
、
軍
拡
へ

の
足
音
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
が
争
点
と
な
り
、
日

米
安
保
体
制
が
明
示
的
に
「
同
盟
」
と
し
て
意
識
さ
れ
始
め
た
の
は
一
九

八
〇
年
代
初
頭
の
鈴
木
善
幸
内
閣
の
頃
で
あ
り
、
の
ち
に
中
曽
根
康
弘
内

閣
（
一
九
八
二
―
八
七
年
）
が
軍
事
費
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
一
％
枠
を
撤
廃
す
る
の

は
一
九
八
六
年
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
中
村
教
授
は
―
―
非
常
に
特
徴
的
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な
こ
と
だ
が
―
―
言
説
の
も
と
と
な
る
事
実
を
直
視
し
、
脅
威
論
の
も
と

と
な
る
ソ
連
の
軍
事
力
が
極
東
に
お
い
て
低
下
し
て
き
て
い
る
傾
向
を
実

証
的
に
指
摘
し
た
上
で
、日
本
に
お
け
る
「
ソ
連
嫌
い
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
分
析
し
た
（
一
九
八
五
ｃ
ｄ
、1983

）。

　

並
行
し
て
な
さ
れ
た
の
が
、
日
本
の
軍
事
化
を
、
先
進
国
へ
の
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
に
伴
う
開
発
独
裁
な
い
し
権
威
主
義
体
制
と
の
関
わ
り
で
、
韓

国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
イ
ラ
ン
な
ど
に
も
適
用
可
能
な
、
従
っ
て
よ
り

世
界
史
的
文
脈
、
か
つ
（
再
び
）
内
外
政
を
貫
く
視
点
か
ら
把
握
し
よ
う

と
し
た
学
術
的
な
試
み
で
あ
る
（
一
九
八
二
ａ
ｂ
、1981, 1986

）。
し
か

し
、や
や
外
在
的
な
そ
の
試
み
が
長
続
き
し
た
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、

そ
れ
ま
で
の
帝
国
研
究
を
踏
ま
え
、
日
本
の
大
国
化
が
、
軍
事
的
含
意
を

も
つ
も
の
の
第
一
義
的
に
は
非
軍
事
的
手
段
で
あ
る
経
済
浸
透
の
形
を
と

り
、
無
自
覚
的
に
「
う
わ
の
空
」
で
進
行
す
る
傾
向
を
指
摘
し
た
論
文
が

目
を
引
く
（
一
九
八
六
ｂ
）。

　

ま
た
中
村
教
授
は
、
赴
任
地
と
し
て
北
海
道
が
新
冷
戦
の
最
前
線
で
あ

る
こ
と
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
憲
法
学
に
お
け
る
平
和
研
究
の
権
威
で
あ

る
深
瀬
忠
一
北
海
道
大
学
法
学
部
（
現
名
誉
）
教
授
と
経
済
学
部
の
森
杲

（
現
名
誉
）
教
授
を
担
ぐ
形
で
組
織
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
の
新

冷
戦
を
分
析
し
、
発
展
の
形
を
見
直
し
、
ア
イ
ヌ
の
位
置
づ
け
を
問
う
こ

と
で
、
北
海
道
か
ら
総
合
的
に
平
和
を
構
築
す
る
道
筋
を
つ
け
よ
う
す
る

中
村
教
授
の
初
め
て
の
編
著
と
な
っ
た
（
一
九
八
八
ａ
）。

　

こ
れ
ら
の
平
和
研
究
の
試
み
は
、
い
わ
ば
原
論
と
し
て
の
平
和
論
に
昇

華
す
る
。
そ
れ
が
、宇
沢
弘
文
東
京
大
学
教
授
が
主
導
し
た
岩
波
講
座『
転

換
期
に
お
け
る
人
間
』
所
収
の
論
考
「
平
和
は
可
能
か
」
で
あ
る
（
一
九

八
九
ａ
。
二
〇
一
〇
に
再
録
）。
こ
れ
は
、
国
家
、
南
北
問
題
、
差
別
（
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
）、Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
論
じ
た
い
く
つ
か
の
関
連
論
考
と
と
も
に
、

内
外
に
ま
た
が
る
国
家
の
暴
力
性
を
問
い
、
社
会
が
国
家
か
ら
世
界
政
治

の
制
御
を
回
収
す
る
た
め
の
民
主
主
義
の
深
化
を
示
唆
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
（
一
九
八
九
ｃ
、
一
九
九
〇
ａ
、
一
九
九
二
、
一
九
九
六
）。

３　

地
球
共
和
政
賛
歌
―
認
識
と
変
革

　

こ
う
し
て
、
中
村
研
一
教
授
の
ま
な
ざ
し
は
、
し
だ
い
に
世
界
政
治
の

構
造
的
な
矛
盾
、
乖
離
、
裂
け
目
、
空
洞
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
は
不
可
避
で
、
地
球
全
体
を
包
む
相
互
作
用
や
因
果
関
係
は
深
ま

る
一
方
な
の
に
、
そ
の
共
同
性
や
制
度
枠
は
欠
如
し
た
ま
ま
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
世
界
的
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
、
人
類
的
な
共
感
や
道
議
の
育
成
を
妨

げ
る
。
こ
の
構
造
的
な
矛
盾
は
、
南
北
問
題
と
括
ら
れ
て
き
た
中
心
＝
周

辺
の
あ
い
だ
の
乖
離
と
重
な
る
。
の
み
な
ら
ず
、国
内
に
お
い
て
は
立
法
・

正
統
性
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
政
策
・
行
政
過
程
と
が
、
ま
た
国
際
的
に
は
重
層

的
な
政
策
決
定
と
主
権
の
国
家
独
占
と
が
裂
け
ゆ
く
。
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こ
の
様
な
視
座
は
既
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
体
系
的
に
論
じ
た
論
文

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
政
治
共
同
体
た
り
う
る
の
か
」（
一
九
九
四
ｂ
）
に
お
い

て
萌
芽
的
に
現
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
裂
け
目
か
ら
吹
き
出
す
リ
ベ
ラ

ル
な
地
球
政
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
本
格
的
に
扱
っ
た
の
が
、
主
著
『
地

球
的
問
題
の
政
治
学
』（
二
〇
一
〇
ａ
）
で
あ
る
。

　

こ
の
い
わ
ば
地
球
政
治
の
原
論
は
、
解
決
し
発
明
す
る
人
間
像
を
基
底

に
も
つ
。
具
体
的
に
は
、地
球
的
問
題
解
決
に
向
け
て
、共
感
を
醸
成
し
、

協
力
す
る
回
路
の
発
明
に
参
加
す
る
市
民
的
徳
が
人
間
に
は
本
来
的
に
備

わ
っ
て
い
る
と
す
る
（
三
四
二
頁
以
下
）。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
個
人
・

市
民
と
地
球
は
無
媒
介
に
は
接
続
さ
れ
え
な
い
。「
地
球
」
は
膨
大
で
、

制
度
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
逆
に
国
家
は
強
力
で
、
個
人
や
市
民
は
直
接
に

地
球
の
構
成
員
と
み
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
三
一
九
頁
以

下
）。

　

そ
こ
で
、
問
題
を
認
識
し
、
解
決
に
向
け
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
こ
そ

が
そ
の
両
者
を
つ
な
ぐ
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
知
る
／
識
る
」
と
い

う
行
為
が
「
変
え
る
／
変
革
す
る
」
こ
と
と
表
裏
一
体
と
な
る
。
こ
う
し

た
中
村
教
授
の
認
識
・
変
革
論
は
、
本
書
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
二
〇
年
、

ホ
ブ
ソ
ン
・
レ
ー
ニ
ン
の
政
治
認
識
分
析
の
中
に
鮮
明
に
現
わ
れ
て
い
る

（
一
九
九
〇
ｂ
）。

　

し
た
が
っ
て
、
本
書
は
ま
ず
第
Ｉ
部
で
、
問
題
を
「
知
る
／
識
る
」
こ

と
を
重
視
す
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
感
染
症
、
人
口
増
加
、

飢
餓
・
貧
困
、
資
源
枯
渇
、
環
境
破
壊
、
移
民
・
難
民
、
そ
し
て
核
で
あ

る
。
一
九
七
〇
年
代
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
取
り
上
げ（
一
九
八
四
ｂ
）、

帝
国
主
義
研
究
の
現
場
検
証
で
カ
ル
カ
ッ
タ
の
飢
餓
を
検
討
し
て
以
来
、

こ
れ
ら
の
地
球
的
問
題
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
村
教
授
が
一
つ
一
つ
積
み
上

げ
る
よ
う
に
分
析
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
か
ね
て
か
ら
温
め
て
き
た
マ

ル
サ
ス
論
も
、
こ
こ
で
初
め
て
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
最
現
代
で

「
国
際
政
治
」
と
い
う
学
問
分
野
を
語
る
際
に
要
請
さ
れ
る
、
い
わ
ば
肺

活
量
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
国

家
間
政
治
の
視
座
に
委
ね
て
も
解
決
は
お
ろ
か
認
識
す
ら
難
し
い
問
題
で

あ
り
、
そ
の
認
識
そ
の
も
の
が
個
人
と
地
球
と
を
つ
な
ぐ
よ
う
設
計
さ
れ

て
い
る
。

　

第
Ⅱ
部
は
、
主
体
や
方
法
が
検
討
さ
れ
、
国
際
政
治
か
ら
地
球
政
治
へ

の
認
識
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
換
が
試
み
ら
れ
る
。
全
体
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

し
て
国
家
主
権
は
、
①
そ
の
要
件
が
伸
縮
自
在
で
あ
り
、
②
相
互
承
認
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
③
領
域
外
の
枠
組
み
（
に
よ

る
国
家
の
共
同
救
出
）
を
本
質
的
な
特
徴
と
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
強
靭
で

あ
る
と
す
る
（
三
五
一
頁
以
下
）。
そ
の
主
権
は
終
わ
っ
て
も
、
次
に
来

た
る
も
の
が
不
明
な
現
況
を
中
村
教
授
は「
ポ
ス
ト
主
権
状
況
」と
呼
び
、

①
不
可
避
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
②
地
球
的
問
題
の
危
険
認
識
、
③
モ
ダ
ニ



北法62（6・172）1488

ズ
ム
の
再
検
討
、
④
地
球
政
治
主
体
の
増
大
・
拡
散
、
⑤
決
定
の
脱
領
域

化
と
一
国
民
主
主
義
の
迂
回
、
⑥
国
家
の
自
明
な
正
統
性
消
失
、
⑦
国
家

脱
領
域
化
と
無
定
形
政
治
共
同
体
構
造
の
模
索
と
い
っ
た
特
質
を
も
つ
と

す
る
（
三
六
九
頁
以
下
）。
そ
の
上
で
、
経
済
統
合
が
安
全
保
障
に
つ
な

が
る
と
す
る
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
を
下
敷
き
に
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）、
世
界

銀
行
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
っ
た
非
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
主
体
を
検
討
し
、
地
球
市
民

社
会
の
可
能
性
を
つ
む
ぎ
だ
す
の
で
あ
る
。

　

問
題
を
認
識
し
た
と
た
ん
、地
球
に
お
け
る
「
政
治
（
的
な
る
も
の
）」

（
レ
ス
・
プ
ブ
リ
カ
）
に
引
き
込
ま
れ
る
つ
く
り
を
も
っ
た
本
書
は
、
い
っ

て
み
れ
ば
地
球
共
和
政
賛
歌
な
の
で
あ
る
（
三
三
八
頁
）。

４　

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
現
状
分
析
―
密
教
と
顕
教
の
あ
い
だ

　

以
上
の
よ
う
な
試
み
を
貫
く
ひ
と
つ
の
視
座
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
思
考

で
あ
る
。
公
刊
が
待
た
れ
る
政
治
学
の
教
科
書
『
こ
と
ば
と
暴
力
―
政
治

入
門
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
）
に
お
い
て
も
、
ひ
と
つ
の
柱
は
、
ノ
ミ

ナ
リ
ズ
ム
（
唯
名
論
）
な
ど
と
と
も
に
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
よ
う
で
あ
る
。

　

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
は
、
現
状
の
鋭
い
認
識
を
ば
ね
に
し
て
、
そ
の
ネ
ガ
を

描
く
営
み
と
括
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
上
記
の
よ
う
な

ユ
ー
ト
ピ
ア
的
思
考
の
束
に
、
現
状
分
析
の
業
績
が
伴
っ
て
い
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。

　

じ
っ
さ
い
、
中
村
研
一
教
授
の
業
績
リ
ス
ト
に
は
、
内
外
に
ま
た
が
る

現
代
政
治
分
析
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制

の
強
靭
さ
を
分
析
し
た
も
の
か
ら
（
一
九
八
九
ｃ
）、
湾
岸
危
機
・
戦
争

を
機
に
執
筆
し
た
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
論
や
中
東
平
和
論
（
一
九
九
一
ａ

ｂ
ｃ
）、
あ
る
い
は
二
〇
〇
一
年
の
九
・
一
一
事
件
を
経
て
公
刊
さ
れ
た

テ
ロ
リ
ズ
ム
論
（
二
〇
〇
七
）
と
い
っ
た
時
の
外
政
に
関
わ
る
も
の
や
、

横
路
道
政
や
野
党
論
か
ら
昭
和
天
皇
崩
御
の
際
の
現
代
日
本
社
会
論
に
い

た
る
ま
で
内
政
に
関
す
る
論
考
も
あ
り
、
書
評
の
形
を
取
っ
た
北
朝
鮮
論

（
一
九
九
九
ａ
ｂ
ｃ
）
や
三
・
一
一
を
経
て
書
か
れ
た
地
震
災
害
論
（
二

〇
一
一
ｂ
）
を
含
め
る
と
、
対
象
は
驚
く
ほ
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

留
意
し
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
最
現
代
の
現
状
を
分
析
す
る
際
、
多
く

の
場
合
古
典
的
な
論
考
に
拠
り
、
思
想
、
歴
史
、
比
較
政
治
、
文
学
、
絵

画
に
学
び
な
が
ら
、
き
わ
め
て
豊
富
な
道
具
立
て
を
準
備
し
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
語
る
際
、
中
村
教
授
は

数
理
モ
デ
ル
を
駆
使
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
比
較
の
上
、
一
党
支
配
の
絶

頂
期
に
お
い
て
早
く
か
ら
連
合
政
治
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
か
と
思

う
と
（
一
九
八
四
ｃ
）、
明
治
期
か
ら
の
「
戦
前
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
日

本
的
伝
統
を
坂
野
潤
治
東
京
大
学
名
誉
教
授
か
ら
学
び
取
っ
て
い
る
（
一

九
七
八
ｂ
、
二
〇
〇
九
ｂ
、
二
〇
一
〇
ｂ
）。
ま
た
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
考

察
す
る
際
に
依
拠
し
た
の
は
、コ
ン
ラ
ッ
ド
の
記
念
碑
的
な
文
学
作
品『
密
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偵
』
で
あ
っ
た
（
二
〇
〇
九
ａ
）。

　

ふ
だ
ん
の
中
村
研
一
教
授
の
会
話
に
理
想
主
義
的
な
言
説
は
少
な
い
。

む
し
ろ
、
現
状
を
見
極
め
る
際
の
透
徹
し
た
現
実
主
義
（
リ
ア
リ
ズ
ム
）

に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
。
鋭
利
な
現
状
分
析
と
現
状
変
革
の

構
想
。
あ
る
い
は
現
実
主
義
と
理
想
主
義
。
こ
の
二
つ
を
結
ぶ
の
は
、
羊

が
人
を
食
い
殺
す
現
状
を
ば
ね
に「
ど
こ
に
も
な
い
世
界（
ユ
ー
ト
ピ
ア
）」

を
描
い
た
Ｔ
・
モ
ア
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
思
考
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

中
村
教
授
は
卓
抜
し
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
論
者
で
あ
っ
た
。

５　

市
民
・
若
者
向
け
の
教
科
書
・
事
項
解
説
・
論
説

　

他
に
も
特
筆
す
べ
き
な
の
が
、市
民
や
若
者
向
け
の
出
版
活
動
で
あ
る
。

中
村
教
授
は
、
早
く
か
ら
高
校
教
科
書
『
現
代
政
治
経
済
』
作
り
に
力
を

入
れ
、
の
ち
に
は
中
学
生
向
け
の
『
新
中
学
校
公
民
』
を
監
修
し
て
い
る

（
以
下
の
業
績
欄
７
）。
ま
た
、『
平
凡
社
大
百
科
事
典
』『
岩
波
社
会
思
想

事
典
』『
朝
日
キ
ー
ワ
ー
ド
別
冊
・
国
際
』
な
ど
で
鍵
と
な
る
国
際
政
治

用
語
を
解
説
し
た
ほ
か
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
、『
朝
日

現
代
用
語
集　

知
恵
蔵
』
の
国
際
政
治
欄
を
坂
本
義
和
東
京
大
学
名
誉
教

授
と
共
同
で
執
筆
し
て
い
る
（
業
績
８
）
さ
ら
に
、
多
く
の
論
説
記
事
を

新
聞
・
雑
誌
等
に
寄
稿
し
、
学
内
の
み
な
ら
ず
広
く
社
会
に
向
け
て
発
信

を
続
け
た
（
業
績
９
）。
相
当
な
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
こ
れ
ら
の
作
品

群
に
注
が
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
中
村
教
授
の
学
問
が
市
民
に
向
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

二　

教
育
業
績

　

中
村
研
一
教
授
は
、
着
任
以
来
、
北
海
道
大
学
法
学
部
に
お
け
る
講
義

「
国
際
政
治
」（
四
単
位
）
を
ほ
ぼ
一
貫
し
て
担
当
し
た
。
こ
の
講
義
は
、

独
特
の
講
義
ス
タ
イ
ル
と
も
相
ま
っ
て
、
大
変
な
人
気
講
座
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
に
創
設
さ
れ
た
全
学
教
育
総
合
科
目
「
平
和
の
学

際
的
研
究
」
に
お
い
て
は
、
二
単
位
一
五
コ
マ
中
三
回
を
他
の
ス
タ
ッ
フ

と
分
担
し
、
本
学
に
お
け
る
平
和
教
育
の
一
端
を
担
わ
れ
た
。
な
お
、
数

年
に
わ
た
り
、
教
職
課
程
教
科
教
育
法
「
公
民
科
教
育
法
」（
二
単
位
）

の
一
五
コ
マ
中
五
コ
マ
を
担
当
し
た
。

　

加
え
て
、
後
年
、
新
入
生
向
け
の
「
政
治
学
入
門
一
」
を
数
年
間
担
当

さ
れ
た
。
こ
の
間
、
相
当
政
治
学
の
あ
り
方
、
伝
え
方
を
再
考
さ
れ
た
よ

う
で
、
そ
の
講
義
録
は
北
海
道
大
学
出
版
会
か
ら
後
日
出
版
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　

二
〇
〇
五
年
の
公
共
政
策
大
学
院
の
設
立
後
は
、「
国
際
公
共
政
策
」（
二

単
位
）
を
毎
年
開
講
し
て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
講
義
録
は
、
お
も
に
研
究
業

績
３
（
右
記
）
で
述
べ
た
『
地
球
的
問
題
の
政
治
学
』（
二
〇
一
〇
）
の
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第
一
部
と
な
っ
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
部
や
大
学
院
演
習
で
は
、
原
書
を
輪
読
す
る
古
典
的
な
も
の

か
ら
、実
務
家
を
招
聘
す
る
実
験
的
な
も
の
ま
で
、幅
広
く
担
当
さ
れ
た
。

外
書
講
読
に
お
い
て
は
、
英
語
だ
け
で
進
め
た
り
、
英
作
文
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
多
く
の
試
み
を
実
践
さ
れ
て
い
る
。

　

中
村
教
授
は
教
育
熱
心
で
知
ら
れ
、
直
接
間
接
を
問
わ
ず
薫
陶
を
受
け

た
研
究
者
は
数
多
い
。
ご
自
身
が
指
導
さ
れ
た
博
士
論
文
は
、
韓
国
朴
正

煕
時
代
の
開
発
独
裁
と
民
主
化
、
陸
羯
南
の
政
治
思
想
、
日
露
戦
争
時
の

諜
報
戦
、
戦
間
期
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
家
ド
モ
フ
ス
キ
ー
、
経
団
連
と
日

中
経
済
関
係
、
現
代
北
朝
鮮
の
経
済
改
革
に
い
た
る
ま
で
幅
広
い
ト
ピ
ッ

ク
を
扱
っ
て
お
り
、
教
え
子
の
国
籍
は
、
日
本
は
も
と
よ
り
、
韓
国
、
台

湾
、
米
国
、
中
国
な
ど
多
く
の
国
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

　

他
に
も
、
実
に
多
く
の
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
ら
れ
た
。
詳
し
く

は
、
第
五
節
の
経
歴
欄
を
参
照
さ
れ
た
い
。

三　

学
内
外
の
行
政
上
の
業
績

　

多
く
の
人
が
認
め
る
こ
と
だ
ろ
う
が
、
中
村
研
一
教
授
の
行
政
能
力
は

抜
き
ん
出
て
い
た
。
そ
れ
に
周
り
は
頼
り
切
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、で
あ
る
。

　

北
海
道
大
学
法
学
部
で
広
報
委
員
を
務
め
ら
れ
た
中
村
（
当
時
助
）
教

授
は
、
そ
れ
ま
で
の
広
報
誌
の
あ
り
方
に
満
足
せ
ず
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
や

学
生
の
声
を
集
め
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
北
大
法
学
部
を
読
む
』
を
編
み
、

世
に
投
げ
か
け
た
。
一
九
八
七
年
三
月
三
一
日
付
の
『
朝
日
新
聞
』「
大

学
案
内
を
作
っ
て
み
て
」
は
、
中
村
教
授
が
北
大
法
学
部
広
報
委
員
と
し

て
執
筆
し
、
北
大
法
学
部
長
名
で
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、『
北

大
法
学
部
を
見
る
』と
い
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
デ
オ
も
制
作
さ
れ
た
。

　

二
度
目
の
英
国
留
学
か
ら
帰
国
さ
れ
た
の
ち
、
教
務
委
員
を
は
じ
め
多

く
の
重
責
を
担
わ
れ
た
。
そ
し
て
（
思
い
が
け
ず
）
四
九
才
の
若
さ
で
、

一
九
九
六
年
に
法
学
部
長
に
選
出
さ
れ
た
。「
民
主
主
義
は
恐
ろ
し
い
」

が
本
人
の
弁
で
あ
る
。

　

法
学
部
長
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
の
中
で
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
が

少
な
く
と
も
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
大
学
院
重
点
化
で
あ
る
。

東
京
大
学
法
学
部
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
潮
流
は
、
ポ
ス
ト
と
予
算
に
直
結

し
た
。
現
在
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
様
々
な
制
度
的
前
提
の

多
く
は
こ
の
時
つ
く
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
法
学
部
か
ら
法
学
研
究
科

に
重
点
が
移
り
、
専
門
的
職
業
人
を
育
て
る
専
修
コ
ー
ス
と
研
究
者
養
成

コ
ー
ス
が
分
け
ら
れ
、
附
属
高
等
法
政
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ

た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、『
北
大
法
学
部
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』
全
六
巻
刊
行
の

総
合
指
揮
を
執
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

全
学
の
執
行
部
へ
の
誘
い
を
、
三
度
目
の
英
国
滞
在
で
断
ち
切
っ
た
の
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も
束
の
間
、
法
学
研
究
科
所
属
の
中
村
睦
男
教
授
を
北
海
道
大
学
総
長
に

選
出
す
る
際
に
事
実
上
選
挙
対
策
責
任
者
を
務
め
、
総
長
選
出
か
ら
若
干

の
時
間
差
は
あ
っ
た
も
の
の
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
北
大
理
事
・
副
学
長
に

就
任
さ
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
任
期
中
、企
画
、広
報
、国
際
関
係
、

留
学
生
セ
ン
タ
ー
を
一
手
に
掌
り
、
法
人
化
の
指
揮
を
執
っ
た
。
ま
た
、

全
国
初
の
文
理
融
合
型
の
専
門
職
大
学
院
で
あ
る
公
共
政
策
大
学
院
の
立

ち
上
げ
を
主
導
さ
れ
、
離
任
後
は
そ
こ
で
研
究
教
育
に
携
わ
れ
た
。

　

そ
の
公
共
政
策
大
学
院
で
院
長
を
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
大
学
院

立
ち
上
げ
の
と
き
に
は
想
像
し
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
退

職
直
前
の
二
〇
〇
九
年
か
ら
一
一
年
は
そ
の
院
長
職
に
あ
り
、
ご
自
身
曰

く
「
三
度
目
の
赤
紙
」
召
集
に
応
じ
ら
れ
た
。

　

他
方
、学
外
の
行
政
と
は
距
離
を
置
い
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

東
京
大
学
法
学
部
時
代
に
す
で
に
国
家
公
務
員
採
用
上
級
甲
種
試
験
に
合

格
し
、当
該
年
の
通
商
産
業
省
入
省
予
定
者
の
行
政
職
ト
ッ
プ
に
位
置
し
、

一
度
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
を
夢
見
た
は
ず
の
中
村
研
一
教
授
は
、

い
っ
た
ん
研
究
人
生
に
入
り
、
あ
る
種
オ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
側
で
学
問
に
従
事

す
る
よ
う
に
な
る
と
、
政
府
や
霞
が
関
と
の
接
触
を
極
力
避
け
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
、例
外
は
あ
る
。
一
九
九
六
年
に
設
置
さ
れ
た
環
境
庁
の「
水

環
境
に
係
る
有
害
物
質
懇
談
会
」
の
検
討
員
を
務
め
た
の
が
そ
れ
に
当
た

る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
厳
密
に
は
民
間
の
も
の
で
あ
る
が
、
三
・

一
一
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
原
発
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
中
で
二

〇
一
一
年
に
設
置
に
い
た
っ
た
、
北
海
道
電
力
の
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
関
す
る
第
三
者
委
員
会
」
の
委
員
職
で
あ
る
。

四　

経
歴

一
九
四
八
年
一
一
月
三
日　

神
奈
川
県
藤
沢
市
生
ま
れ

一
九
七
二
年
三
月　

東
京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
（
原
子
核
理
論
、
情

報
理
論
）

一
九
七
三
年
九
月　

国
家
公
務
員
採
用
上
級
甲
種
試
験
（
行
政
）
合
格

一
九
七
四
年
三
月　

東
京
大
学
法
学
部
政
治
コ
ー
ス
卒
業
（
政
治
学
）

一
九
七
四
年
四
月
～
一
九
七
七
年
八
月　

東
京
大
学
法
学
部
助
手
（
国
際

政
治
）

一
九
七
七
年
九
月　
　

北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授
（
国
際
政
治
）

一
九
七
八
年
～
八
〇
年　

国
際
文
化
会
館
新
渡
戸
フ
ェ
ロ
ー
、
英
国
オ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
セ
ン
ト
ア
ン
ト
ニ
ー
ズ
・
カ
レ
ジ
研
究
員
（
こ
の
間

お
よ
び
後
、
一
九
七
九
年
一
二
月
～
八
〇
年
二
月
イ
ン
ド
社
会
発
展
研

究
セ
ン
タ
ー
上
級
研
究
員
、
一
九
八
〇
年
六
月
～
八
月
米
国
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
客
員
研
究
員
、
一
九
八
〇
年
八
月
メ
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キ
シ
コ
国
立
自
治
大
学
客
員
研
究
員
）

一
九
九
〇
年
三
月　
　

北
海
道
大
学
教
授
（
国
際
政
治
）

一
九
九
〇
年
～
九
二
年　

英
国
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
セ
ン
ト
ア
ン
ト

ニ
ー
ズ
・
カ
レ
ジ
上
級
研
究
員

一
九
九
六
年
一
二
月
～
一
九
九
八
年
一
二
月　

北
海
道
大
学
法
学
部
長

一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
〇
年　

英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ク
レ
ア
・
ホ
ー

ル
客
員
フ
ェ
ロ
ー
（
二
〇
〇
〇
年
～
現
在　

同
生
涯
メ
ン
バ
ー
）

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
～
二
〇
〇
五
年
五
月　

北
海
道
大
学
副
学
長
・
理
事

（
企
画
、
国
際
、
広
報
、
評
価
担
当
）・
留
学
生
セ
ン
タ
ー
長

二
〇
〇
五
年
四
月
～
二
〇
一
一
年
三
月　

北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院

教
授
（
国
際
公
共
政
策
）

二
〇
〇
九
年
四
月
～
二
〇
一
一
年
三
月　

北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院

長
二
〇
一
一
年
四
月
～
現
在　

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
（
国

際
政
治
）

○
非
常
勤
講
師
（
カ
ッ
コ
内
は
年
度
・
単
位
数
）

東
京
都
立
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
（
一
九
八
〇
・
二
単
位
）、
北
海

道
教
育
大
学
釧
路
分
校
（
一
九
八
三
・
二
単
位
、一
九
九
三
・
二
単
位
）、

北
海
道
教
育
大
岩
見
沢
分
校
（
一
九
八
三
・
二
単
位
、
一
九
八
七
・
二

単
位
）、
信
州
大
学
経
済
学
部
（
一
九
八
五
・
二
単
位
）、
北
星
学
園
大

学
経
済
学
部
（
一
九
八
六
・
四
単
位
）、成
蹊
大
学
法
学
部
（
一
九
八
七
・

二
単
位
、
四
名
で
分
担
）、
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
分
校
（
一
九
八
八
・

四
単
位
）、
山
形
大
学
人
文
学
部
（
一
九
八
八
・
二
単
位
）、
札
幌
学
院

大
学
法
学
部
（
一
九
九
〇
・
三
単
位
）、東
北
大
学
法
学
部
（
一
九
九
三
・

四
単
位
）、
藤
女
子
大
学
（
一
九
九
三
・
四
単
位
、
一
九
九
四
・
四
単

位
）、
岩
手
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
（
一
九
九
六
・
二
単
位
）、
千

葉
大
学
法
経
学
部
（
一
九
九
五
・
四
単
位
、
一
九
九
六
・
四
単
位
）

五　

業
績
一
覧

１　

単
著
書

二
〇
一
〇
ａ　
『
地
球
的
問
題
の
政
治
学
』
岩
波
書
店
（
五
一
一
頁
）

２　

編
著
・
共
著
書

一
九
八
四
ａ　
『
国
際
政
治
―
人
類
社
会
の
現
在
と
未
来
』（
大
西
仁
、
高

橋
進
と
共
著
）、
東
研
出
版

一
九
八
八
ａ　
『
北
海
道
で
平
和
を
考
え
る
』（
深
瀬
忠
一
・
森
杲
と
共
編
）、

北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会

一
九
九
四
ａ　
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
脱
神
話
化
』（
佐
々
木
隆
生
と
共
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編
）、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

３　

論
説
等

一
九
七
六　
　
「
方
法
論
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
争
点
の
諸
形
態
」（
関

寛
治
と
共
著
）『
平
和
研
究
』
一
号
、
三
月
、
五
二
―
七
七
頁

一
九
七
八
ａ　
「
戦
後
日
本
の
平
和
論
」（
高
橋
進
と
共
著
）『
世
界
』
六

月
号
、
二
〇
二
―
二
二
五
頁

一
九
八
〇　
　
「
世
界
軍
事
秩
序
の
研
究
動
向
―
イ
プ
ラ
第
三
回
総
会
報

告
」『
平
和
研
究
』
五
号
、
九
月
、
一
六
二
―
一
六
五
頁

一
九
八
二
ａ　
「
日
本
の
軍
事
化
」（
大
西
仁
・
高
橋
進
・
鈴
木
祐
司
と
の

共
著
）、
坂
本
義
和
編
『
暴
力
と
平
和
』
朝
日
選
書
、
一
五
五
―
二
一

一
頁

一
九
八
二
ｂ　
「
軍
事
化
を
許
容
す
る
政
治
構
造
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一

月
二
五
日
、
一
〇
―
一
六
頁

一
九
八
二
ｃ　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
座
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
―
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ａ

の
平
和
研
究
の
動
向
か
ら
」『
平
和
研
究
』
第
七
号
、
五
月
、
一
三
一

―
一
三
九
頁

一
九
八
二
ｄ　
「
ポ
ス
ト
軍
縮
総
会
の
課
題
」『
世
界
』
八
月
号
、
四
二
―

五
三
頁

一
九
八
三
ａ　
「
民
衆
に
よ
る
平
和
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊　

憲
法
と
平

和
保
障
』
五
月
、
一
八
八
―
一
九
六
頁

一
九
八
四
ｂ　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
る
」『
国
際
政
治
―
人
類
社
会

の
現
在
と
未
来
』（
大
西
仁
、
高
橋
進
と
共
著
）、
東
研
出
版
、
四
七
―

八
八
頁

一
九
八
四
ｃ　
「
連
合
の
安
定
と
変
動
―
数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
考
察
―
」

篠
原
一
編
『
連
合
政
治
Ⅱ
―
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
安
定
を
求
め
て
―
』
岩

波
現
代
選
書
、
三
三
三
―
四
一
三
頁

一
九
八
四
ｄ　
「
非
武
装
中
立
論
の
真
の
課
題
」『
世
界
』
一
月
号
、
七
六

―
八
三
頁

一
九
八
五
ａ　
「
帝
国
主
義
の
統
治
理
性
―
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ャ
ニ
ン
グ

と
イ
ン
ド
大
反
乱
Ⅰ
」『
北
大
法
学
論
集
』
三
六
巻
一･

二
合
併
号
、

二
八
七
―
三
一
三
頁

一
九
八
五
ｂ　
「
帝
国
主
義
の
統
治
理
性
―
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ャ
ニ
ン
グ

と
イ
ン
ド
大
反
乱
Ⅱ
」『
北
大
法
学
論
集
』
三
六
巻
三
号
、
一
〇
一
―

一
三
一
頁

一
九
八
五
ｃ　
「
ソ
連
脅
威
論
か
ら
の
脱
却
」『
世
界
』
四
月
号
、
五
六
―

七
三
頁

一
九
八
五
ｄ　
「
ソ
連
・
好
き
と
嫌
い
の
向
こ
う
側
」『
広
告
批
評
』
七
／

八
月
号
、
五
二
―
五
九
頁

一
九
八
六
ａ　
「
転
換
期
の
人
権
と
平
和
」
日
本
平
和
学
会
編
『
講
座
平
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和
学
Ⅳ　

新
国
際
秩
序
と
平
和
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
九
三
―
一
二

九
頁

一
九
八
六
ｂ　
「
国
家
の
変
容
―
日
本
の
大
国
化
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊　

国
際
政
治　

戦
略
と
平
和
』
二
月
、
七
三
―
八
二
頁

一
九
八
七　
「
北
海
道
の
課
題
と
横
路
道
政
の
課
題
」（
荒
井
信
雄
と
共
著
）

『
地
方
自
治
通
信
』
二
一
一
号
、
六
月
、
一
五
―
二
一
頁

一
九
八
八
ｂ　
「
は
じ
め
に
」『
北
海
道
で
平
和
を
考
え
る
』（
深
瀬
忠
一
・

森
杲
と
共
編
著
）、
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
ｉ
―
ⅸ
頁

一
九
八
九
ａ　
「
平
和
は
可
能
か
」
宇
沢
弘
文
・
河
合
隼
雄
・
藤
沢
令
夫
・

渡
辺
慧
編
『
岩
波
講
座
・
転
換
期
に
お
け
る
人
間
５　

国
家
と
は
』
岩

波
書
店
、
二
九
七
―
三
四
一
頁

一
九
八
九
ｂ　
「
社
会
の
鏡
と
し
て
の
天
皇
」『
世
界
』
三
月
号
、
四
四
―

五
四
頁

一
九
八
九
ｃ　
「
白
人
〝
要
塞
〟
政
権
の
強
さ
の
秘
密
」『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ

ル
』
九
月
二
二
日
号
、
九
〇
―
九
四
頁

一
九
九
〇
ａ　
「
国
家
と
暴
力
―
権
力
国
家
観
か
ら
の
脱
却
」
田
中
浩
編

『
現
代
世
界
と
国
民
国
家
の
将
来
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
一
九
〇
―
一

二
〇
七
頁

一
九
九
〇
ｂ　
「
政
治
認
識
と
し
て
の
帝
国
主
義
論
―
ホ
ブ
ソ
ン
、
レ
ー

ニ
ン
の
帝
国
主
義
論
の
再
検
討
（
一
）」『
北
大
法
学
論
集
』
四
〇
巻
五
・

六
合
併
号
下
巻
、
一
〇
五
三
―
一
〇
九
〇
頁

一
九
九
〇
ｃ　
「
抵
抗
政
党
か
ら
対
抗
政
党
へ
の
処
方
箋
」『
朝
日
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
七
月
二
〇
日
号
、
二
二
―
二
四
頁

一
九
九
一
ａ　
「
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
の
戦
争
観
」『
世
界
』
四
月
号
、

一
二
三
―
一
三
九
頁

一
九
九
一
ｂ　
「
新
し
い
「
安
全
」
観
の
共
有
を
」『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

四
月
一
九
日
、
二
一
―
二
三
頁

一
九
九
一
ｃ　
「
中
東
に
お
け
る
平
和
の
条
件
」『
世
界
』
六
月
号
、
二
四

一
―
二
五
七
頁

一
九
九
二　
　
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
可
能
性
―
国
家
主
権
を
超
え
る
―
」『
世
界
』

八
月
号
、
一
三
〇
―
一
四
二
頁

一
九
九
四
ｂ　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
政
治
共
同
体
た
り
う
る
の
か
」『
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
の
脱
神
話
化
』（
佐
々
木
隆
生
と
共
編
）、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
三
三
―
九
五
頁

一
九
九
四
ｃ　
「
帝
国
と
民
主
主
義
」
坂
本
義
和
編
『
世
界
政
治
の
構
造

変
動
１　

世
界
秩
序
』
岩
波
書
店
、
一
八
三
―
二
四
三
頁

一
九
九
六　
　
「
世
界
政
治
と
市
民
」『
平
和
研
究
』
二
〇
号
、
六
月
、
六

―
二
一
頁

一
九
九
八　
　
「
南
北
問
題
の
解
決
の
た
め
に
―
Ｎ
Ｇ
Ｏ
台
頭
の
政
治
的

文
脈
」
深
瀬
忠
一
・
杉
原
泰
雄
・
樋
口
陽
一
・
浦
田
賢
治
編
『
恒
久
世
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界
平
和
の
た
め
に
―
日
本
国
憲
法
か
ら
の
提
言
』
勁
草
書
房
、
三
九
二

―
四
二
一
頁

二
〇
〇
〇　
　
「
領
域
国
家
の
終
焉
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
ポ
ス
ト
主
権
状
況
」

小
川
浩
三
編
『
北
大
法
学
部
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
６　

複
数
の
近
代
』
北
海

道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
八
三
―
三
三
七
頁

二
〇
〇
三
ａ　
　
「
帝
国
主
義
政
治
理
論
の
誕
生
―
ホ
ブ
ス
ン
の
戦
争
批

判
と
自
由
主
義
批
判
」、『
思
想
』九
四
五（「
帝
国･

戦
争･

平
和
」特
集
）

号
、
一
月
、
二
七
―
四
六
頁

二
〇
〇
四　
　
「
ポ
ス
ト
軍
事
主
権
の
平
和
構
想
―
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
安
全

保
障
論
の
再
検
討
」
日
本
平
和
学
会
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
平
和
学

２　

戦
争
廃
絶
へ
の
道
』
法
律
文
化
社
、
二
四
四
―
二
六
九
頁

二
〇
〇
五　
　
「
帝
国
を
抱
き
し
め
て
―
世
界
権
力
と
民
主
主
義
の
将
来
」

『
帝
国
／
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ー

ア
、
田
中
秀
征
、
ゲ
ー
リ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル
、
遠
藤
乾
と
共
著
）、
北

海
道
大
学
外
学
院
法
学
研
究
科
附
属
高
等
法
政
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、

七
六
―
八
九
頁

二
〇
〇
七　
　
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
定
義
と
行
動
様
式
」
日
本
比
較
政
治
学

会
編
『
テ
ロ
は
政
治
を
い
か
に
変
え
た
か
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一

三
一
―
一
五
二
頁

二
〇
〇
八　
　
「
暴
力
と
権
力
」
辻
康
夫
、
松
浦
正
孝
、
宮
本
太
郎
編
『
政

治
学
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ズ
―
視
点
と
争
点
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、

八
三
―
九
七
頁

二
〇
〇
九
ａ　
　
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
─
─
コ
ン
ラ
ッ
ド
『
密

偵
』
の
表
象
戦
略
」『
思
想
』
一
〇
二
〇
（「
暴
力･

連
帯･

国
際
秩
序
」

特
集
）
号
、
四
月
、
二
八
―
五
一
頁

二
〇
一
一
ａ　
「
主
権
の
ゆ
ら
ぎ
」
杉
田
敦
責
任
編
集
『
政
治
の
発
見
７　

守
る
』
風
行
社
、
七
〇
―
一
〇
一
頁

二
〇
一
一
ｂ　
「
リ
ス
ボ
ン
地
震
と
神
の
退
場
」『
文
学
』（
岩
波
書
店
）、

八
・
九
月
号
、
二
二
二
―
二
三
二
頁

４　

解
説
・
書
評
（
新
聞
書
評
欄
を
除
く
）

一
九
七
八
ｂ　
「
書
評　

坂
野
潤
治
『
明
治
・
思
想
の
実
像
』」『
創
文
』

三
月
号
、
一
八
―
二
二
頁

一
九
八
二
ｅ　
　
「
書
評　

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
シ
ェ
ル
『
地
球
の
運
命
』（
朝

日
新
聞
社
、一
九
八
二
年
）」『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
〇
月
一
五
日
号
、

六
四
―
六
五
頁

一
九
八
三
ｂ　
「
総
合
書
評　

毎
日
新
聞
社
軍
縮
取
材
班
『
軍
縮
―
平
和

と
は
何
か
』
築
地
書
館
、
一
九
八
三
年
等
九
冊
の
総
合
書
評
」『
平
和

研
究
』
第
八
号
、
一
四
八
―
一
五
一
頁

一
九
九
九
ａ　
「
理
想
的
な
悪
夢　

書
評　

黄
長
火
華
『
黄
長
火
華
回
顧
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録
・
金
正
日
へ
の
宣
戦
布
告
』」『
し
ゃ
り
ば
り
』
六
月
号
、
五
八
―
五

九
頁

一
九
九
九
ｂ　
「
遊
撃
隊
国
家
の
終
焉　

書
評　

和
田
春
樹
『
北
朝
鮮
・

遊
撃
隊
国
家
の
現
在
』」『
し
ゃ
り
ば
り
』
七
月
号
、
五
〇
―
五
一
頁

一
九
九
九
ｃ　
「
夢
の
残
骸
―
金
日
成
の
あ
や
つ
り
人
形　

書
評　

高
沢

白
告
司『
宿
命
―「
よ
ど
号
」亡
命
者
た
ち
の
秘
密
工
作
」『
し
ゃ
り
ば
り
』

八
月
号
、
四
六
―
四
七
頁

一
九
九
九
ｄ　
「
今
、安
保
と
は
何
か　

書
評　

船
橋
洋
一『
同
盟
漂
流
』」

『
し
ゃ
り
ば
り
』
九
月
号
、
五
六
―
五
七
頁

二
〇
〇
三
ｂ　
「
い
か
な
る
テ
ロ
対
策
が
望
ま
し
い
の
か　

書
評　

宮
坂

直
史
『
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
論
』」、『
平
和
研
究
』
二
八
号
、
早
稲
田
大

学
出
版
部
、
一
一
月
、
一
七
九
―
一
八
一
頁

二
〇
〇
九
ｂ　
「
総
合
書
評　

坂
野
潤
治
『
日
本
憲
政
史
』
―
戦
前
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
憲
政
の
構
造
―
」『
北
大
法
学
論
集
』五
九
巻
五
号
、

二
九
一
―
三
一
七
頁

二
〇
一
〇
ｂ　
「
解
説
」
坂
野
潤
治
『
日
本
政
治
「
失
敗
」
の
研
究
』
講

談
社
学
術
文
庫
、
二
六
六
―
二
七
八
頁

５　

英
語
公
刊
論
文

1978 “T
he N

orth-South Problem
 in East A

sia”, Peace R
esearch 

in Japan 1977-78 (T
okyo, T

he Japan Peace Research Group), 

pp. 45-51.

1979a “Peace R
esearch in Postw

ar Japan” (w
ith Susum

u 

T
akahashi), P

eace R
esearch in Japan 1978-79 (T

okyo, T
he 

Japan Peace Research Group), pp. 7-34.

1979b “Peace Studies in Postw
ar Japan”, Gordon D

aniels ed., 

T
he P

roceedings of the B
ritish A

ssociation for Japanese 

Studies, V
ol. IV

, Centre for Japanese Studies, U
niversity of 

Sheffi
eld, pp. 160-171.

1981 “M
ilitarization of Post-W

ar Japan”, B
ulletin of P

eace 

Proposal, V
ol. 13, N

o. 1, pp. 31-37.

1983 “‘Soviet T
hreat T

heory’: Pseudo-im
age and R

eal 

Problem
s,” Peace Studies A

ssociation N
ew

sletter, Septem
ber, 

pp. 1-4. 

1986 “M
ilitarization of Post-W

ar Japan”, Y
oshikazu Sakam

oto 

ed., A
sia: M

ilitarization and R
egional Conflicts, London: Zed 

Books, 1989, pp. 81-100.

2011 “Energy Crisis as Global Problem
”, A

nnals, Public Policy 

Studies, N
o.5, 2011, H

okkaido U
niversity, pp. 163-188.
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６　

翻
訳
・
構
成

シ
ル
ビ
ア
・
ブ
ル
カ
ン
「
ル
ー
マ
ニ
ア
と
世
界
平
和
」『
読
売
新
聞
』
一

九
七
五
年
一
〇
月
一
四
日

ア
ロ
ン
ゾ
・
Ｌ
・
ハ
ン
ビ
ー
「
二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
と
社
会
」
小

川
晃
一
・
石
垣
博
美
編
『
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
社
会
』
木
鐸
社
、
一
九
八

五
年
、
二
五
―
六
〇
頁

リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
ク
「
西
欧
国
家
シ
ス
テ
ム
の
再
検
討
」
坂
本
義
和

編
『
現
代
世
界
政
治
の
構
造　

１　

世
界
秩
序
』
岩
波
書
店
、
一
九
九

四
年
）、
六
三
―
一
〇
八
頁

チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
・
ア
ル
ジ
ャ
ー
「
地
域
の
国
際
化
」『
地
域
・
自
治
体　

国
際
化
の
可
能
性
』『
地
方
自
治
職
員
研
修
』一
九
八
八
年
臨
時
増
刊
号
、

三
九
―
四
九
頁

Ｊ
・
マ
ツ
ィ
ー
ラ
「
黒
人
た
ち
の
忍
耐
は
限
界
を
超
え
た
」『
世
界
』
一

九
八
八
年
九
月
号
、
一
六
二
―
一
七
一
頁

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
「
な
ぜ
私
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
を
離
脱

し
た
か
」『
世
界
』一
九
九
〇
年
九
月
～
一
二
月
号（
大
西
仁
、高
原
孝
生
、

藤
原
修
と
共
訳
）

デ
ビ
ッ
ド
・
ブ
ラ
イ
ヤ
ー
「
リ
ス
ク
を
冒
し
て
賭
け
、
信
じ
て
委
ね
、
や

り
通
す
―
Ｏ
Ｘ
Ｆ
Ａ
Ｍ
代
表
に
聞
く
」『
世
界
』
一
九
九
二
年
八
月
号
、

一
一
六
―
一
二
九
頁

ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
バ
ー
ク
「
九
・
一
一
事
件
に
い
た
る
道
」『
論
座
』
二
〇

〇
八
年
四
月
号
、
三
八
―
四
一
頁

「
Ｊ
・
Ａ
・
ホ
ブ
ス
ン　

解
題
と
資
料
」
川
崎
修
・
杉
田
敦
編
『
西
洋
政

治
思
想
資
料
集
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
二
年
近
刊
）

７　

教
科
書

『
現
代
政
治
経
済
』（
文
部
科
学
省
検
定
高
等
学
校
教
科
書
、
吉
川
洋
他

計
一
二
名
に
よ
る
共
著
）、清
水
書
院
、一
九
八
四
―
二
〇
一
一
年
度（
全

体
監
修
、序
章
・
第
三
編
第
二
章
（
共
著
）
お
よ
び
第
一
編
第
六
章
「
国

際
政
治
と
日
本
」（
単
著
））

『
新
中
学
校
公
民
』（
文
部
科
学
省
検
定
中
学
教
科
書
、
岡
崎
哲
二
他
一

〇
名
に
よ
る
共
著
）、
清
水
書
院
、
二
〇
〇
〇
―
二
〇
一
一
年
度
（
全

体
監
修
お
よ
び
第
三
編
「
国
際
政
治
を
生
き
る
」（
共
著
））

８　

事
典
・
用
語
集

Ａ　
『
平
凡
社　

大
百
科
事
典
』（
平
凡
社
、一
九
八
五
年
）「
帝
国
主
義
」

「
植
民
地
」「
植
民
地
主
義
」「
国
際
海
峡
問
題
」

Ｂ　
『
朝
日
現
代
用
語
集　

知
恵
蔵
一
九
九
〇
』
～
『
同
二
〇
〇
八
』
朝

日
新
聞
社
、
一
九
八
九
年
～
二
〇
〇
七
年
、「
国
際
政
治
」
の
セ
ク
シ
ョ

ン
を
坂
本
義
和
と
共
著
。
な
お
、
一
九
九
一
年
版
以
降
、
一
九
七
六
年
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以
降
の
「
世
界
主
要
紛
争
」
一
覧
を
作
成
・
分
類
。

　
「
単
独
行
動
主
義
」「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」「
環
境
外
交
」「
ジ
ェ
ノ
バ
サ
ミ
ッ

ト
」「
世
界
問
題
／
地
球
的
問
題
群
」「
世
界
政
治
・
地
球
政
治
」「
世

界
シ
ス
テ
ム
」「
世
界
シ
ス
テ
ム
論
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」「
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン

ズ
委
員
会
」「
地
域
主
義
（
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）」「
相
互
浸
透
」「
相

互
依
存
」「
政
策
協
調
」「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
関
係
」「
摩
擦
／

国
際
摩
擦
」「
メ
デ
ィ
ア
・
パ
ワ
ー
」「
持
続
可
能
な
開
発
（
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
・
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
）」「
民
際
外
交
」「
国
家
シ
ス
テ
ム
／

主
権
国
家
シ
ス
テ
ム
」「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
体
制
」「
権
力
政
治
（
パ

ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
）」「
安
全
保
障
」「
集
団
安
全
保
障
」「
国
連

の
介
入
」「
人
道
的
介
入
」「
同
盟
の
再
定
義
」「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

（
関
与
政
策
）」「
中
心
／
周
辺
」「
準
周
辺
、
周
辺
の
な
か
の
中
心
、
周

辺
の
な
か
の
周
辺
」「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
／
覇
権
」「
国
際
レ
ジ
ー
ム（
レ
ジ
ー

ム
）」「
連
邦
」「
国
家
連
合
」「
国
際
統
合
」「
不
戦
共
同
体
、
地
域
統

合
」「
民
族
紛
争
」「
民
族
浄
化
（
民
族
純
化
）」「
民
族
／
エ
ス
ニ
ッ
ク
・

グ
ル
ー
プ
」「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」「
反
テ
ロ
・
サ
ミ
ッ

ト
」「
国
家
テ
ロ
リ
ズ
ム
」「
な
ら
ず
者
国
家
」「
低
水
準
戦
争
」「
構
造

的
暴
力
」「
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
」「
解
体
国
家
」「
軍
事
化
」「
軍
国
主
義
」「
軍

産
複
合
体
」「
軍
事
援
助
」「
核
時
代
」「
冷
戦
」「
ブ
ロ
ッ
ク
・
圏
」、「
両

極
シ
ス
テ
ム
・
二
極
シ
ス
テ
ム
」「
多
極
化
」「
第
三
世
界
」「
非
同
盟
」「
非

同
盟
国
首
脳
会
議
」「
新
国
際
経
済
秩
序（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
）」「
新
世
界
秩
序
」

「
中
堅
国
家
／
ミ
ド
ル
・
パ
ワ
ー
」「
ポ
ス
ト
冷
戦
」「
平
和
の
配
当
」「
民

主
化
運
動
」「
文
明
の
衝
突
」「
文
明
の
和
解
」「
平
和
研
究
」「
地
球
市

民
」「
軍
縮
」「
軍
備
管
理
」「
軍
縮
会
議
／
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議
」「
国

連
軍
縮
特
別
総
会
」「
国
連
軍
縮
委
員
会
」「
国
連
軍
縮
会
議
」「
核
抑

止
」「
相
互
確
証
破
壊
」「
先
制
不
使
用
」「
信
頼
醸
成
措
置
」「
偶
発
核

戦
争
」「
警
戒
態
勢
解
除
」「
兵
器
拡
散
」「
核
不
拡
散
条
約
（
核
拡
散

防
止
条
約　

Ｎ
Ｐ
Ｔ
）」「
消
極
的
安
全
保
障
・
積
極
的
安
全
保
障
」「
核

不
拡
散
条
約
再
検
討
会
議
」「
検
証
・
査
察
・
保
障
措
置
」「
ミ
サ
イ
ル

関
連
技
術
輸
出
規
制
（
Ｍ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
）」「
国
連
通
常
兵
器
登
録
制
度
」「
小

型
武
器
規
制
」「
ワ
ッ
セ
ナ
ー
協
約
」「
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ

Ｔ
Ｂ
Ｔ
）」「
未
臨
界
核
実
験
（
臨
界
前
核
実
験
）」「
部
分
的
核
実
験
禁

止
条
約
（
Ｐ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）」「
兵
器
用
核
分
裂
物
質
生
産
停
止
条
約
（
カ
ッ

ト
オ
フ
条
約
）」「
Ａ
Ｂ
Ｍ
条
約
（
Ａ
Ｂ
Ｍ
制
限
条
約
）」「
戦
略
兵
器
削

減
条
約
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）」「
中
距
離
核
戦
力
条
約
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
）」「
化

学
兵
器
禁
止
条
約
」「
遺
棄
化
学
兵
器
」「
生
物
・
毒
素
兵
器
禁
止
条
約
」

「
対
人
地
雷
全
面
禁
止
条
約
」「
反
核
・
平
和
運
動
（
核
軍
縮
運
動
・
核

廃
絶
運
動
）」「
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
（
原
水
協
）」「
核
兵
器
禁
止

平
和
建
設
国
民
会
議（
核
禁
会
議
）」「
原
水
爆
禁
止
日
本
国
民
会
議（
原
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水
禁
）」「
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
被
団
協
）」「
Ｃ
Ｎ
Ｄ
」

「
ハ
ー
グ
平
和
ア
ピ
ー
ル
」「
ラ
ッ
セ
ル
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
ン
宣
言
」「
核

戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
」「
非
核
地
帯
（
非
核
兵
器
地
帯
）」「
非
核

地
位
」「
非
核
自
治
体
」「
神
戸
方
式
（
非
核
神
戸
方
式
）」「
高
知
非
核

条
例
案
」「
新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
連
合
」

Ｃ　
『
国
際
協
力
事
典
』ア
ル
ク
出
版
、一
九
九
〇
年
。「
戦
後
世
界
秩
序
」

「
平
和
研
究
」「
パ
ル
メ
委
員
会
」「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
平
和
研
究
所
」「
日

本
平
和
学
会
」

Ｄ　
『
朝
日
キ
ー
ワ
ー
ド
別
冊
・
国
際
』
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
六
年
。「
国

際
政
治
」
欄
三
〇
―
五
一
頁
、「
サ
ミ
ッ
ト
」「
民
族
紛
争
」「
ポ
ス
ト

冷
戦
」「
新
世
界
秩
序
」「
安
全
保
障
」「
集
団
安
全
保
障
」「
集
団
的
自

衛
権
」「
よ
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
／
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力

会
議
」以
下
六
一
項
目
を
坂
本
義
和
と
共
著
。（
そ
れ
以
外
の
項
目
は『
朝

日
現
代
用
語
集　

知
恵
蔵
一
九
九
六
』
と
同
様
。）

Ｅ　
『
朝
日
キ
ー
ワ
ー
ド
別
冊
・
国
際
・
新
版
』朝
日
新
聞
社
、一
九
九
九
年
）

「
国
際
政
治
」
欄
三
二
～
五
五
頁
、
Ｄ
の
改
訂
。

Ｆ　
『
国
際
政
治
事
典
』弘
文
堂
、二
〇
〇
五
年
。「
自
由
貿
易
帝
国
主
義
」

「
新
帝
国
主
義
」

Ｇ　
『
岩
波
社
会
思
想
事
典
』
岩
波
書
店
、二
〇
〇
八
年
。「
愛
国
心
」「
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
」「
戦
争
」「
地
域
統
合
」「
帝
国
」「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

「
平
和
」「
民
族
自
決
」「
連
邦
主
義
」

９　

そ
の
他
の
論
説
・
書
評

「
国
際
平
和
研
究
学
会
に
参
加
し
て
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
一
年
七
月

一
〇
日
（
夕
）

「
台
頭
し
た
〝
核
戦
争
を
戦
う
〟
戦
略
」『
毎
日
新
聞
』（
道
内
）
一
九
八

一
年
八
月
一
六
日

「
民
衆
脅
か
す
軍
事
技
術
」『
北
海
道
新
聞
』一
九
八
一
年
八
月
二
六
日（
夕
）

「
未
来
構
想
の
重
視
を
」『
北
海
タ
イ
ム
ス
』一
九
八
一
年
一
二
月
九
日（
夕
）

「
軍
拡
と
軍
縮　

二
つ
の
「
常
識
」」『
朝
日
新
聞
』（
道
内
）
一
九
八
二

年
八
月
一
五
日

「
植
民
地
の
現
状
」『
月
刊
百
科
』
一
九
八
二
年
八
月
号
、
四
―
六
頁

「
書
評　

坂
野
正
高
『
イ
メ
ジ
の
万
華
鏡
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
年
」

『
秋
田
さ
き
が
け
新
聞
』一
九
八
二
年
一
〇
月
三
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

一
九
八
二
年
一
〇
月
四
日

「
市
民
の
手
で
軍
拡
を
阻
止
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
三
年
一
月
四
日

「
広
が
る
憲
法
の
再
発
見
」『
北
海
道
新
聞
』
一
九
八
三
年
五
月
三
日

「
世
界
に
広
げ
よ
う
「
非
核
三
原
則
」
の
輪
」『
北
海
道
新
聞
』
一
九
八

三
年
八
月
一
六
日
（
夕
）

「
問
わ
れ
る
知
事
の
政
治
哲
学
」『
北
海
道
新
聞
』
一
九
八
五
年
二
月
一



北法62（6・184）1500

七
日

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
非
核
化
へ
の
道
―
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
て
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
五
年
四
月
二
五
日
（
夕
）

「
横
路
道
政
こ
の
二
年　

道
民
と
の
接
触
手
段
欠
く
」『
毎
日
新
聞
』（
道

内
）
一
九
八
五
年
五
月
一
二
日

「
臨
教
審
と
大
学
問
題
」（
法
学
会
記
事
）『
北
大
法
学
論
集
』
三
六
巻
四

号
、
二
四
二
―
二
四
四
頁

「
政
策
づ
く
り
参
加
の
時
代
」『
毎
日
新
聞
』（
道
内
）
一
九
八
六
年
六
月

二
日

「
市
民
の
選
択　

問
わ
れ
る
日
」『
朝
日
新
聞
』（
道
内
）
一
九
八
六
年
七

月
六
日

「
若
返
り
遅
れ
た
社
会
党
」『
毎
日
新
聞
』（
道
内
）
一
九
八
六
年
七
月
八

日
「
一
％
枠
突
破　

ア
ジ
ア
諸
国
に
脅
威
」『
北
海
道
新
聞
』
一
九
八
七
年

二
月
一
七
日

「
統
一
地
方
選
の
意
義
は
」『
毎
日
新
聞
』（
道
内
）
一
九
八
七
年
三
月
二

四
日

「
大
学
案
内
を
作
っ
て
み
て
」『
朝
日
新
聞
』一
九
八
七
年
三
月
三
一
日（
北

大
法
学
部
広
報
委
員
と
し
て
執
筆
、
北
大
法
学
部
長
名
で
公
表
）

「「
放
置
」
か
「
変
革
」
か
―
問
わ
れ
る
有
権
者
の
意
識
」『
毎
日
新
聞
』

（
道
内
）
一
九
八
九
年
五
月
三
一
日

「
民
主
主
義
建
て
直
す
絶
好
機
」『
北
海
道
新
聞
』
一
九
八
九
年
六
月
六

日
「
書
評　

長
洲
一
二
・
坂
本
義
和
編
『
自
治
体
の
国
際
交
流
』
学
陽
書
房
」

『
神
戸
新
聞
』『
京
都
新
聞
』
一
九
八
九
年
一
二
月
一
九
日

「
山
は
本
当
に
動
い
た
か
」『
道
新
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
』
一
九
九
〇
年
五
月
号
、

二
五
―
二
七
頁

「
銃
口　

わ
れ
わ
れ
に
向
け
ら
れ
て
い
た
―
本
島
市
長
銃
撃
に
思
う
」『
北

海
道
新
聞
』
一
九
九
〇
年
一
月
二
二
日

「
安
保
条
約
の
質
的
転
換
を
図
れ
―
意
味
失
い
つ
つ
あ
る
日
米
軍
事
同

盟
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
〇
年
六
月
二
五
日

「
首
長
選
の
相
乗
り
を
や
め
よ
」『
北
海
道
新
聞
』
一
九
九
〇
年
一
〇
月

一
三
日

「
犠
牲
強
い
ら
れ
る
イ
ラ
ク
の
民
」『
北
海
道
新
聞
』
一
九
九
一
年
一 

月

二
一
日
（
夕
）

「
偽
り
の
挑
戦
者
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
」『
北
海
道
新
聞
』
一
九
九
一
年

三
月
四
日
（
夕
）

「
軍
事
主
義
傾
斜
の
〝
貢
献
〟 

は
逆
効
果
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
一
年

六
月
一
四
日

「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
症
候
群
」『
北
海
道
新
聞
』一
九
九
一
年
六
月
二
四
日（
夕
）
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「
統
合
の
長
期
過
程
始
ま
る
―
サ
ミ
ッ
ト
に
新
た
な
課
題
」『
北
海
道
新

聞
』
一
九
九
一
年
七
月
一
八
日
（
夕
）

「
な
ぜ
、ま
ず「
軍
事
」―
国
連
の
機
能
改
革
こ
そ
先
決
―
」『
北
海
道
新
聞
』

一
九
九
一
年
九
月
二
五
日

「
外
国
ボ
ケ
の
効
用
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
一
年
九
月
三
〇
日
（
夕
）

「
政
治
家
の
回
顧
録
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
一
年
一
〇
月
一
日
（
夕
）

「
湾
岸
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
一
年
一
〇
月
二
日
（
夕
）

「
逆
さ
の
国
の
政
変
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
一
年
一
〇
月
三
日
（
夕
）

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
殺
し
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
一
年
一
〇
月
七
日
（
夕
）

「
オ
ク
ス
フ
ァ
ム
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
一
年
一
〇
月
八
日
（
夕
）

「
ス
ト
ー
リ
ー
さ
ん
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
一
年
一
〇
月
九
日
（
夕
）

「
国
際
貢
献
は
国
民
の
共
感
が
必
要
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
二
年
七
月

二
日

「
豊
か
さ
を
分
け
持
つ
仕
組
み
を
―
英
国
で
考
え
た
日
本
の
富
の
生
か
し

方
」『
婦
人
の
友
』
一
九
九
三
年
二
月
号
、
六
〇
―
六
三
頁

「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヒ
ー
ス
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
政
治
の
転
換
」『
北
海
道
新
聞
』

一
九
九
四
年
六
月
一
〇
日

「
お
と
な
が
起
こ
す
戦
争
―
い
ち
ば
ん
の
犠
牲
者
は
子
ど
も
」『
ジ
ュ
ニ

ア
朝
日
年
鑑
一
九
九
五
・
一
九
九
六　

社
会
［
学
習
］』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
五
年
、
七
七
―
七
九
頁

「
書
評　

ス
ー
ザ
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
『
債
務
ブ
ー
メ
ラ
ン
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
五
年
」『
北
海
道
新
聞
』『
西
日
本
新
聞
』
一
九
九
五
年
一
二
月

二
四
日

「
危
険
が
「
風
」
を
押
し
止
め
た
」『
北
海
道
新
聞
』
一
九
九
六
年
一
〇

月
二
二
日
、

「
核
の
時
代
」『
世
界
を
読
む
キ
ー
ワ
ー
ド　

世
界
臨
時
増
刊
』
一
九
九

七
年
四
月
、
二
四
―
二
七
頁

「
い
ま
、
な
ぜ
軍
事
安
保
な
の
か
」『
北
海
道
新
聞
』
一
九
九
七
年
九
月

四
日

「
世
界
の
主
要
紛
争
」、
中
村
研
一
「
冷
戦
が
去
っ
た
の
も
束
の
間
世
界

中
で
地
域
紛
争
が
続
発
」『
週
刊
二
〇
世
紀
一
九
九
九
』
二
〇
〇
〇
年

一
二
月
一
〇
日
、
朝
日
新
聞
社
、
六
―
八
、
三
八
―
三
九
頁

「
米
同
時
多
発
テ
ロ
と
日
本
」『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二

日
（
夕
）

「
同
時
多
発
テ
ロ
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
か
ら
反
グ
ロ
ー
バ
ル
へ
」『
朝
日
現
代

用
語
集
知
恵
蔵
二
〇
〇
二
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
一
月
、
一
三

三
―
一
三
五
頁

「
難
民
問
題
」『
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

８
３　

平
和
学
が
わ
か
る
』
二
〇

〇
二
年
九
月
、
二
二
―
二
三
頁

「
テ
ロ
の
権
力
政
治
と
世
界
的
対
立
」、『
し
ゃ
り
ば
り
』
二
〇
〇
二
年
九
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月
号
、
四
四
―
四
八
頁

「
テ
ロ
と
の
戦
争
」『
朝
日
現
代
用
語
集　

知
恵
蔵
二
〇
〇
三
』（
坂
本
義

和
と
共
著
）、
二
〇
〇
三
年
一
月
、
一
五
二
頁

「
終
わ
ら
な
い
イ
ラ
ク
戦
争
」『
朝
日
現
代
用
語
集　

知
恵
蔵
二
〇
〇
四
』

（
坂
本
義
和
と
共
著
）、
二
〇
〇
四
年
一
月
、
一
三
六
頁

「
書
評『
主
役
交
代
』（
北
海
道
新
聞
社
、二
〇
〇
四
年
）」『
北
海
道
新
聞
』

二
〇
〇
四
年
六
月

「
世
界
を
引
き
裂
く
イ
ラ
ク
戦
争
」『
朝
日
現
代
用
語
集　

知
恵
蔵
二
〇

〇
五
』（
坂
本
義
和
と
共
著
）、
二
〇
〇
五
年
一
月
、
一
二
一
頁

「
根
深
さ
増
す
テ
ロ
リ
ズ
ム
」、「
誤
算
重
ね
る
イ
ラ
ク
戦
争
」『
朝
日
現

代
用
語
集
知
恵
蔵　

二
〇
〇
六
』（
坂
本
義
和
と
共
著
）、
二
〇
〇
六
年

一
月
、
一
二
〇
、
一
二
六
頁

「
理
想
の
書
評　

書
評
は
「
偏
見
」
を
見
比
べ
る
機
会
」『
論
座
』
二
〇

〇
八
年
四
月
号
、
三
六
―
三
七
頁

「
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
問
う　

新
興
国
を
引
き
込
め
る
か
」『
北
海
道
新

聞
』
二
〇
〇
八
年
六
月
一
三
日
（
夕
）

「
風
刺
に
復
興
の
祈
り　

ナ
マ
ズ
の
浮
世
絵
」『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
一

一
年
五
月
一
〇
日
（
夕
）


